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命の源である神様

空の鳥を創り、野の花を創ってくださるあなたが、私を創ってくださいました。私たちは自分の足りないところ

に目を奪われますが、あなたは私たちをお創りになったとき、喜んでくださったはずです。私たちの命の根底に

あなたの喜びがあることを思い起こさせてください。

イエス様は他者の喜びのために生きておらました。その生き方に救われ、憧れたにもかかわらず、私たちは自分

の満足、自分の都合を一番に考えてしまいます。小さく狭い範囲の心地よさに固執してしまう私たちをお赦しく

ださい。隣人のために、隣人の信仰のために私たちにもできることがあるはずです。私たちの行い、言葉、思い

を神様が用いてくださいますように。

新型コロナウイルスによって、これまでの世界が崩れていくように感じます。仕事を失い困窮している人。病気

によって大切な人を失った人。理不尽な扱いを受け、差別をされている人。この地は嘆きに満ちています。どう

か、この世界を癒やしてください。私たちはこの時代の中で信仰を与えられています。神様が平和の計画を立て

てくださっていることを信じて、忍耐することができますように。またこの状況の中で、信仰について、隣人と

共に生きるすべについて、私がなすべきことについて、学ばせてください。

今、お家で療養している私たちの友を神様が癒やしてください。礼拝に集いたいという思いをもちながら家庭で

礼拝している友を祝福してください。心や体が弱っている友を神様が励ましていてください。

このお祈りを主イエス・キリストのお名前を通して御前におささげいたします。

アーメン。

【牧会祈祷】

【 聖 書 】

- 1 -

ローマの信徒への手紙１５章１節～６節　（新約聖書 ２９５頁）

【メッセージ】
　自分は弱いか、強いかという質問をされたら、多く

の人が「弱い」と答えるのではないでしょうか。それ

は自分の内面をよく知っているからでもあるでしょう

し、そこには謙遜も含まれているかもしれません。イ

エス様も弱い人のそばにいてくださった方ですし、こ

の手紙の著者パウロも「力は弱さの中でこそ十分に発

揮される」「弱い時にこそ強い」と言っています。キ

リスト教は弱さを肯定し、人間の弱さの中でこそ神様

の力が働くのだと考えています。ですから、キリスト

者は自分が弱いということを恥じないのでしょう。



　しかし、もしかすると私たちは自分の強さに無自覚

なのかもしれません。おそらく自分が弱いと思ってい

ますので、実は自分の内にある強さが相手を追い込ん

でいることに気がつかないのかもしれません。パウロ

は「わたしたち強い者」と言いました。もちろん私た

ちはいつも強い者であるとも言い切れませんけれど

も、誰もが弱いだけではない、強い者としてもあるの

だと思うのです。

　ここに出てくる「向上」とは、建物を造り上げると

いう意味の言葉です。自分が満足のいく自分を追い求

めるのではない。それではいつまでたっても満足でき

ないし、いつかそれが空しいことだと気がつきます。

建物を造り上げるように、相手を信仰者として造り上

げる。それがあなたの益となるのだとパウロは言いま

す。もちろん、相手の信仰を造り上げるのは神様の仕

事です。しかし、私たちが神様と共に相手を立て上げ

ることを通して、キリスト者であることの喜びを得ら

れるのです。

　相手の信仰を造るお手伝いをするというのは、そう

簡単なことではありません。しかし、そういったこと

は信仰に自身を持っている人に任せておけばよいとい

う話ではないのです。そういう特別な人がいなくても、

教会は教会ですし、教会とならねばなりません。強い

人と弱い人とずっと区別されてきましたが、その差な

ど神様からみればほんの些細なものです。信仰のため

にこだわっていること、信仰のために大胆になること、

その実績に執着するならば、それは人間の集まりと何

が違うのでしょうか。見えるものが私たちの中心では

ありません。ここは主イエスの教会であり、神様の教

会なのです。そうであるならば、私たちは互いの今だ

けを見るのではなく、神様がこれから建て上げる姿を

信じることができるのではないでしょうか。

　「あなたをそしる者のそしりが、わたしにふりかかっ

た」は詩編の引用です。誤解、批判、非難、失望、他

者からそれらを受けることは私たちにとって耐えがた

い苦痛です。眠れなくなるほど、生きるのがいやにな

るほどのことです。しかし、主はそれらを代わりに引

き受けてくださっています。私が受けるはずの厳しい

失望の言葉も、胸をえぐるような非難も十字架のイエ

ス様が「引き受けた」とおっしゃってくださる。十字

架のイエス様が、「あなたが受けるそしりの辛さは私

が十分に知っている。そして私が受け取っている」と、

おっしゃるのです。

　そうやって主イエスが背負ってくださったのは、私

たちが隣人の重荷を背負うためです。聖書から学んだ

のは、神が私たちに限りなく忍耐してくださっている

ことであり、神が私たちをどこまでも慰めようとして

おられることです。その神が私たちに主イエスと同じ

思いを抱かせてくださいます。他者のために生きる幸

いを教えてくださいます。

　私たちは性格も、習慣も違います。教会から離れれ

ば、全く別の生活になる私たちです。しかし、主イエ

スという一点で私たちは同じなのです。共に生きるた

めに主イエスが重荷を負ってくれた、主イエスが赦し

てくださったという誰にも変えることのできない共通

点があります。だからこそ違う私たちがひとつになっ

て神をたたえることができるのです。

　隣人は批判しあうために出会ったのではありませ

ん。それは教会に限らず、家庭でも、職場でもそうか

もしれません。これから出ていくところの方が、信仰

を建て上げる場としてはより難しいでしょう。しかし、

私たちは主とともに隣人を建て、それゆえに私自身を

も建てていただける、そのような信仰に入っているの

です。
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